
平成28年７月21日

再エネの導入状況と至近の需給状況について

九州電力株式会社

別紙１
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１ 太陽光の導入状況（平成28年5月末時点）

← 接続済

← 承諾済

← 接続契約
申込み

← 接続検討
申込み

（万kW）

【 】は、指定ルール事業者を再掲
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２ 風力の導入状況（平成28年5月末時点）

← 接続済

← 承諾済

← 接続契約
申込み

← 接続検討
申込み



3３ 需要と供給のバランス（平成28年5月4日）

揚水発電 需要
揚水動力

太陽光

揚水発電

火力等・ベースロード電源

太陽光出力減等により、1時間で200万kW程度の
急激な変動のため、揚水発電や火力の増出力・
再起動で対応

日中の太陽光・風力出力
13時実績：490万kW
（需要の66％）

昼間は揚水発電の
動力運転や火力の
抑制・停止

0時 12時6時 18時 24時

太陽光出力増に対し、
火力の抑制等で対応

日電力量における
再エネ比率：38％


